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1．背景と研究目的 

窒化物や酸窒化物は、新規触媒等の材料として着目されている。その中でも、窒化モリブデンは高い

化学的安定性を示し、触媒や超伝導体としての報告がされている。多元系の窒化モリブデンは、

Mn0.6Mo1.4N2 
1や MnMoN2 

2などの層状窒化物や、CoMoON 3などの不均一な微細構造を持つ酸窒化物

が報告されており、二価の３ｄ遷移金属を含むと考えられている。本研究では瞬間的な合成反応で作製

した Mn ドープしたモリブデン窒化物粒子を合成し、その電子状態を X 線吸収測定から見積もることを

目的とした。 

 

2．実験内容 

塩化モリブデン、塩化マグネシウムとナトリウムアミドをアルゴン雰囲気中で混合することで急激な

発熱反応を生じさせ、マンガンをドープした窒化モリブデンを得た。この窒化物を窒化ホウ素中に希釈

したペレットを作製し、透過法にてマンガンの K 吸収端のエネルギーを測定することで、マンガンの電

子状態を調査した。 

 

3．結果および考察 

 XRD 結果、立方晶の窒化モリブデンの生成を確認し、STEM で窒化モリブデン中にマンガンが存在

することを確かめた。Fig.1 は、マンガン K 端の吸収スペクトルである。吸収端でマンガンの吸収が観

測された。マンガンの吸収端は、酸化物や金

属との吸収端と異なることから、異なる電子

状態であると考えられる。二価の標準サンプ

ルである炭酸マンガンと三価のMn2O3の中間

に存在することから、マンガンの価数は２価

より高い可能性が示唆された。３価に近い高

価数のマンガンの電子状態では酸素還元触媒

として有用であることが示唆されており 4、

高い安定性と高い活性を両立した触媒として

期待できる。 
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Fig. 1 Mn K-edge X-ray absorption spectra of 

Mn-doped Mo2N 


